
事
件
を
契
機
と
し
て
、
蔵
原
惟
人
、
藤
森
成
吉
、
山
田
消
三
郎
、
村
山
知

多
喜
二
等
で
あ
る
。

山
本
勝
治
、
山
内
謙
吾
、
「
戦
旗
」
の
立
野
信
之
、
橋
本
英
吉
、
小
林

き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は

山
内
謙
吾
資
料

蔵
原
惟
人
は
、
「
最
近
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
と
新
作
家
」
（
「
改
造
」

昭
和
四
年
一
月
号
）
で
、
昭
和
三
年
に
お
け
る
日
本
文
壇
の
状
況
を
、
次

の
知
ら
れ
て
い
た
作
家
の
中
で
は
特
に
、
藤
森
成
吉
、
前
田
河
広
一

も
著
し
い
現
象
は
、
こ
の
年
に
幾
多
の
優
れ
た
新
作
家
が
現
わ
れ
て

ー
「
文
芸
戦
線
」
の
平
林
た
い
子
、

昭
和
三
年
三
月
十
五

H
の
全
国
的
な
大
弾
圧
、
い
わ
ゆ
る
「
三
・
一
五
」

郎
、
林
房
雄
、
黒
島
伝
治
等
が
活
動
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
最

ド
さ
れ
て
い
た
か
の
ご
と
き
観
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
以
前
か
ら
名

一
九
二
八
年
の

H
本
文
壇
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
よ
っ
て
リ
ー

の
よ
う
に
概
括
し
た
。

ー
黒
島
伝
治
未
発
表
は
が
き
二
通
の
紹
介
ー

二
六
九

戦
後
に
な
っ
て
、
蔵
原
惟
人
が
「
『
文
芸
戦
線
』
の
作
家
た
ち
ー
『
プ
ロ

の
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
連
盟
と
の
合
同
が
急
速
に
具
体
化
し
た
。
三

月
二
十
五
日
に
は
合
同
声
明
が
出
さ
れ
、
四
月
二
十
八

H
に
創
立
大
会
を

開
催
し
て
、
全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
（
ナ
ッ
プ
）
が
成
立
し
た
の
で
あ

る
。
こ
の
全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
は
、
地
下
の
日
本
共
産
党
を
支
持
す

民
主
主
義
に
お
い
た
。
こ
の
二
つ
の
組
織
が
拮
抗
し
な
が
ら
、
プ
ロ
レ
タ

人
作
家
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
一
九
二
八
年
の

8
本
文
壇
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
か
の
ご
と
き
観
を
呈
し

た
」
の
で
あ
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
運
動
の
高
揚
し
た
時
代
を
迎
え
る

の
で
あ
る
。

リ
ア
芸
術
運
動
は
展
開
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
か
ら
有
力
な
新

る。

一
方
、
青
野
季
吉
ら
の
労
農
芸
術
家
連
盟
は
、
政
治
的
立
場
を
社
会

義
ら
の
前
衛
芸
術
家
同
盟
と
、
中
野
重
治
、
鹿
地
亘
、
谷
一
、
森
山
啓
ら

（
関
西
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
）

に
つ
い
て

浦

西

和

彦



も
な
く
秀
作
で
あ
る
」
（
『
日
本
現
代
文
学
全
集
69
〈
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

吾
の
回
答
を
紹
介
し
て
お
い
た
。

い
ま
も
う
一
度
そ
れ
を
引
用
し
て
お

日
発
行
、
第
二
巻
一
号
）

の
「
昭
和
四
年
度
文
士
録
」
に
寄
せ
た
山
内
謙

ば
、
山
本
勝
治
の
「
十
姉
妹
」
は
、
久
保
田
正
文
が
「
人
物
の
形
象
的
と

線
」
の
有
力
な
新
人
作
家
で
あ
っ
た
山
内
謙
吾
や
山
本
勝
治
に
つ
い
て

山
本
勝
治
の
こ
と
を
調
べ
た
時
、
山
本
勝
治
と
同
じ
く
「
経
歴
さ
だ
か

「
文
芸
戦
線
」
に
発
表
。
山
本
勝
治
と
と
も
に
、
「
文
戦
派
」
の
新
人

一
月
、
「
掃
除
夫
」
、
八
月
、
「
暴
徒
」
を
い
ず
れ
も

昭
和
三
年
、
四
月
、
小
説
「
線
路
工
夫
」
を
「
文
芸
戦
線
」
に
発
表
。

経
歴
さ
だ
か
な
ら
ず
。
葉
山
嘉
樹
の
す
す
め
で
「
労
芸
」
に
参
加
。

た
。
ま
た
、
山
本
勝
治
の
「
十
姉
妹
」
と
「
員
章
を
打
つ
」
の
二
編
は
『
H

は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

の
「
十
姉
妹
」
を
「
非
常
に
優
れ
た
も
の
」
と
し
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ

一
人
が
山
本
勝
治
で
す
」
と
、
山
内
謙
吾
の
「
線
路
工
夫
」
と
山
本
勝
治

と
が
あ
る
。
そ
の
時
、
山
本
勝
治
も
山
内
謙
吾
も
「
経
歴
さ
だ
か
な
ら
ず
」

レ
タ
リ
ア
文
学
発
展
史
講
座
よ
り
』
ー
」
（
「
多
喜
二
と
百
合
子
」
昭
和
三

十
年
二
月
一
日
発
行
、
第
八
号
）
で
、
「
『
文
芸
戦
線
』
に
こ
の
時
期
に
な
っ

て
か
ら
、
新
し
い
二
人
の
作
家
が
現
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
二
人
の
作
家
は

今
で
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
優
れ
た

短
編
を
『
文
芸
戦
線
』
に
載
せ
始
め
た
。
そ
の
一
人
が
山
内
謙
吾
、
も
う

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集
・

11
〈
「
文
芸
戦
線
」
作
家
集
2
〉
』
（
昭
和
六
十

年
十
二
月
二
十
五
日
発
行
、
新
日
本
出
版
社
）
に
、
山
内
謙
吾
の
「
線
路

工
夫
」
「
三
つ
の
棺
」
「
掃
除
夫
」
「
異
徒
」
の
四
編
が
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
集
・

12
〈
「
文
芸
戦
線
」
作
家
集
3
〉
』
（
昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十

五
日
発
行
、
新
日
本
出
版
社
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
今
日
、

平
林
た
い
子
や
小
林
多
喜
二
ら
と
同
時
期
に
文
壇
に
登
場
し
た
「
文
芸
戦

は
、
そ
の
名
前
さ
え
も
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
例
え

ら
え
か
た
の
た
し
か
さ
、
構
成
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
お
い
て
、
う
た
が
い

集
〉
』
（
昭
和
四
十
四
年
一
月
十
九
日
発
行
、
講
談
社
）
と
評
し
た
よ
う
に
、

今
日
読
ん
で
も
優
れ
た
農
民
小
説
の
一
っ
で
あ
る
。
私
は
、
か
っ
て
こ
の

山
本
勝
治
に
つ
い
て
、
関
西
大
学
「
国
文
学
」
昭
和
五
十
二
年
九
月
二
十

五
日
発
行
、
第
五
十
四
号
）
に
、
「
山
本
勝
治
と
『
十
姉
妹
』
」
を
書
い
た
こ

と
な
っ
て
い
た
。

い
つ
ど
こ
で
何
年
に
生
ま
れ
た
の
か
一
切
未
詳
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
内
謙
吾
に
つ
い
て
は
、
前
出
『
日
本
現
代

文
学
全
集
69
〈
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
集
〉
』
巻
末
の
「
山
内
謙
吾
年
譜
」
に

六
月
、
「
三
つ
の
棺
」
、
十
月
、
「
毛
皮
の
女
」
を
「
文
芸
戦
線
」
に
発

表
。
昭
和
四
年
、

と
し
て
活
躍
し
た
。
昭
和
七
年
、
検
束
、
そ
の
後
文
学
を
離
れ
た
。

な
ら
ず
」
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
山
内
謙
吾
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い

と
思
っ
た
。
そ
こ
で
「
山
本
勝
治
と
『
十
姉
妹
』
」
に
お
い
て
、
そ
の
時
に

知
り
え
た
山
内
謙
吾
の
情
報
と
し
て
、
「
創
作
月
刊
」
（
昭
和
四
年
一
月
一

二
七
（
）



の
、
口
絵
に
「
1
9
1
9
年
左
・
郵
便
局
時
代
の
友
人
山
内
謙
吾
彼
は

ニ
七

の
友
人
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
ち

ら
に
し
て
も
、
山
内
謙
吾
と
壷
井
繁
治
と
の
関
係
を
昭
和
五
十
年
代
に

た
『
壷
井
繁
治
全
集
別
巻
』
（
昭
和
六
十
四
年
八
月
一
日
発
行
、
青
磁
社
）

を
し
て
い
た
の
は
、
東
京
中
央
郵
便
局
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ま

ま
で
「
発
行
編
輯
兼
印
刷
人
」
と
な
る
の
は
、
壷
井
繁
治
と
の
古
く
か
ら

山
内
謙
吾
を
知
る
」
と
あ
る
の
を
知
っ
て
、
山
内
謙
吾
が
「
郵
便
配
達
」

和
七
年
一
月
一
日
発
行
）
か
ら
第
三
巻
九
号
（
昭
和
九
年
一
月
八

H
発
行
）

員
と
し
て
勤
務
。
日
給
五
十
銭
、
特
別
手
当
五
十
銭
。
職
場
で
後
の
作
家

項
目
に
つ
い
て
、
山
内
謙
吾
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

二
、
「
線
路
工
夫
」

山
内
謙
吾
は
、
そ
の
作
品
か
ら
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
大
学
を
卒
業

し
た
イ
ン
テ
リ
作
家
で
は
な
か
っ
た
。
駅
夫
を
振
り
出
し
に
、
警
視
庁
給

仕
、
印
刷
局
職
エ
、
郵
便
配
達
、
雑
誌
記
者
、
校
正
係
、
鉄
筋
エ
、
機
関

庫
掃
除
夫
等
の
労
働
体
験
を
得
て
、
労
農
芸
術
家
連
盟
に
加
わ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
後
、
『
壷
井
繁
治
全
集
第
五
巻
』
（
昭
和
六
十
四
年
三
月
一
日

発
行
、
青
磁
社
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
壷
井
繁
治
の
「
年
譜
」
の
「
大
正

七
年
」
の
項
に
、
「
十
一
月
、
東
京
中
央
郵
便
局
書
留
課
に
臨
時
通
信
事
務

に
機
関
誌
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
」
を
刊
行
し
た
後
、
ナ
ル
プ
に
参
加
し
た
。

し
て
い
た
壷
井
繁
治
と
山
内
謙
吾
と
の
二
人
が
一
緒
に
撮
っ
た
写
真
一
葉

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
山
内
謙
吾
が
東
京
中
央
郵
便
局
で

配
達
を
や
っ
て
い
た
の
は
大
正
七
、
八
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
山
内
謙
吾
が
作
家
に
な
る
前
か
ら
、
壷
井
繁
治
と
は
友
人
関
係

に
あ
っ
た
。
山
内
謙
吾
は
壷
井
繁
治
と
の
交
流
を
通
し
て
、
黒
島
伝
治
を

知
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
黒
島
伝
治
は
壷
井
繁
治
の
す
す
め

で
川
合
仁
を
中
心
と
し
て
出
さ
れ
た
同
人
雑
誌
「
潮
流
」
に
「
電
報
」
を

山
内
謙
吾
は
黒
島
伝
治
と
行
動
を
共
に
し
、
昭
和
五
年
十
一
月
に
労
農

芸
術
家
連
盟
を
脱
退
し
た
。
そ
し
て
文
戦
打
倒
同
盟
を
結
成
し
、
十
二
月

山
内
謙
吾
は
、
昭
和
六
年
二
月
十
日
に
創
刊
さ
れ
た
「
大
衆
の
友
」
の
「
編

輯
兼
印
刷
発
行
人
」
と
な
っ
た
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟
（
コ
ッ
プ
）

時
代
に
は
、
コ
ッ
プ
の
機
関
誌
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
」
第
二
巻
一
号
（
昭

「
放
浪
断
片
」
を
「
潮
流
」
大
正
十
五
年
二
月
号
に
載
せ
て
い
る
。

大
正
十
四
年
七
月
号
に
発
表
し
た
。
山
内
謙
吾
も
壷
井
繁
治
の
紹
介
で

四
、
東
京
市
外
杉
並
町
高
円
寺
六

二
、
毎
日
い
つ
で
も
。

経
て
今
日
に
至
る
。

郵
便
配
達
、
雑
誌
記
者
、
校
正
係
、
鉄
筋
エ
、
機
関
庫
掃
除
夫
等
を

一
、
十
六
歳
の
春
、
駅
夫
を
振
り
出
し
に
警
視
庁
給
仕
、
印
刷
局
職
工
、

＜ 。

一
、
略
歴
。
こ
、
好
き
な
自
作
。
ミ
、
面
会
日
。
四
、
現
住
所
の
四

『
線
路
工
夫
』
を
書
い
た
」
と
説
明
さ
れ
た
、
東
京
中
央
郵
便
局
に
勤
務



き
た
い
。

扱
い
と
な
っ
て
い
る
為
、
借
り
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
く
わ
し
く

検
討
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
概
容
を
こ
こ
に
簡
単
に
紹
介
し
て
お

そ
の
多
く
は
小
説
な
ど
の
山
内
謙
吾
の
自
筆
草
稿
原
稿
で
あ
る
。
貴
重
書

（
編
輯
局
）
」
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
昭
和
五
年
末
か
昭
和
六
年
の
執

当
と
思
は
れ
た
の
で
止
め
ま
し
た
が
、
御
諒
知
く
だ
さ
い
ま
す
や
う
。

す
る
の
が
大
変
遅
く
な
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
当
時
掲
載
に
不
適

用
紙
十
七
枚
。
署
名
は
山
内
謙
吾
。
原
稿
用
紙
の
右
欄
外
に
「
お
返
し

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
知
ら
な
い
が
、
多
分
浪
速
書
林
あ
た
り
か
ら

合
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
山
内
謙
吾
資
料
」
は
全
部
で
三
十
四
点
で
あ
る
。

「
反
動
『
文
戦
』

の
檄
に
酬
ひ
る
」
と
題
す
る
評
論
。
四
百
字
詰
原
稿

大
阪
文
学
関
係
の
資
料
と
し
て
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
関
西
大
学
総

4

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
2
8
 

初
年
頃
の
執
筆
か
。

原
稿
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
驚
い
た
。
関
西
大

学
総
合
図
書
館
が
「
山
内
謙
吾
資
料
」
を
い
つ
ど
う
い
う
い
き
さ
つ
で
所
蔵

3

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

「
夢
」
と
題
し
た
小
品
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
枚
。
無
署
名
。
昭
和

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
2
9
 

の
下
書
き
原
稿
で
あ
っ
た
。
関
西
大
学
総
合
図
書
館
に
山
内
謙
吾
の
自
筆

日
記
と
あ
る
が
私
小
説
風
の
創
作
で
あ
る
。
署
名
は
山
内
謙
吾
゜

来
た
の
で
あ
る
。
閲
覧
し
て
み
る
と
、
黒
島
伝
治
宛
は
が
き
の
山
内
謙
吾

Y
*
8
0
*
1
4
2
0
5
9
5
2
3
7
2
」
と
い
う
の
が
目
に
飛
び
込
ん
で

「
夢
日
記

し
か
し
、
資
料
と
い
う
も
の
は
何
が
散
逸
し
な
い
で
残
っ
て
い
る
か
、

資
料
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
黒
島
伝
治
の
著
書
を
関
西
大
学

吾
〕
著
~
〔1
5〕
・
ー
〔
自
筆
〕
．
1
9
3
6
〔
応
〕
総
合
文
庫
特
別
L
o
2
*

一
九
二
七
年
自
一
月
至
十
二
月
」
と
題
す
る
草
稿
、
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
二
十
四
枚
。

詰
原
稿
用
紙
百
三
十
枚
。

総
合
図
書
館
で
所
蔵
詮
索
し
て
い
る
と
「
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙

「
夢
日
記

一
九
二
七
年
自
一
月
至
六
月
」
と
題
す
る
草
稿
、
四
百
字

2

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
3
0
 

不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。
全
く
予
期
も
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
突
如
と
し
て

と
許
嫁
奈
美
子
と
の
三
人
の
関
係
を
描
く
。

五
・
六
・
一
五
ー
」
と
あ
る
。
若
き
男
爵
山
名
宗
貞
と
歌
劇
女
優
愛
子

整
は
こ
こ
で
行
き
詰
る
の
で
あ
る
。

次
郎
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
八
枚
。
作
品
の
末
尾
に
「
I
一
九

「
不
幸
な
る
幸
福
」
と
題
し
た
「
ラ
ジ
オ
脚
本
」
原
稿
。
署
名
は
阿
蘇

知
っ
て
お
れ
ば
、
生
前
の
壷
井
繁
治
に
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
に
と
悔
や

ま
れ
る
の
で
あ
る
。
「
経
歴
さ
だ
か
な
ら
ず
」
で
あ
っ
た
山
内
謙
吾
の
調

1

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
3
1
 

ニ
七



題
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
小
説
草
稿
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
。
無

署
名
。
昭
和
初
年
頃
の
執
筆
か
。

10
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
2
2
 

15
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

ニ七―

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
1
4
 

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

内
謙
吾
は
昭
和
十
年
代
に
尼
崎
市
の
日
本
研
磨
機
工
作
所
勤
務
し
て
い

年
頃
の
執
筆
か
。

七
の
三
番
地
日
本
研
磨
機
工
作
所
）

の
裏
面
に
書
か
れ
て
い
る
。

山

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
2
3
 

14
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
1
5
 

実
小
説
応
募
原
稿
）
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。

思
わ
れ
る
も
の
と
、
「
鉄
骨
」
な
ど
建
築
関
係
の
仕
事
の
記
述
が
あ
る
。

8

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
2
4
 

用
紙
二
十
九
枚
。
署
名
は
川
口
虎
雄
。
原
稿
用
紙
の
右
欄
外
に
「
（
事

9

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

題
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
小
説
草
稿
。
用
紙
九
枚
。
無
署
名
。
昭
和
初

黒
島
伝
治
宛
は
が
き
の
下
書
き
。
「
通
勤
証
明
書
」
（
尼
崎
浜
字
海
地
十

和
四
年
頃
ー
昭
和
八
年
頃
筆
記
）
」
と
あ
る
。
創
作
予
定
の
材
料
か
と

「
春
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
も
」
と
題
し
た
小
説
草
稿
。
四
百
字
詰
原
稿

「
原
稿
控
簿
」
と
表
紙
に
ペ
ン
書
き
さ
れ
た
大
学
ノ
ー
ト
一
冊
。
「
（
昭

13
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
1
7
 

名
は
山
内
謙
吾
。
昭
和
初
期
頃
の
執
筆
か
。

の
執
筆
か
。

「
故
郷
」
と
題
し
た
小
説
草
稿
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
八
枚
。
署

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
原
稿
末
尾
に
「
未
完
」
と
あ
る
。
昭
和
初
年
頃

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
2
5
 

枚
。
署
名
は
山
内
謙
吾
。
末
尾
に
「
（
つ
づ
く
）
」
と
あ
る
。

「
光
な
き
村
」
と
題
し
た
小
説
草
稿
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
四
十
七

12
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
2
6
 

い
う
書
き
出
し
で
は
じ
ま
り
、
昭
和
十
九
年
の
執
筆
か
。

枚。

り
、
兵
器
の
製
造
に
直
接
の
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
の
工
場
生
産
は
」
と

「
文
学
大
衆
化
の
実
践
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
評
論
の
草
稿
。
用
紙
十

5

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

6

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

7

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

題
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
小
説
草
稿
。
用
紙
三
十
枚
。
無
署
名
。
「
大

東
亜
戦
争
第
三
年
目
の
三
月
で
、
戦
争
は
い
よ
い
よ
決
戦
段
階
に
入

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
2
0
 

題
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
小
説
の
草
稿
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
十
八

枚
。
無
署
名
。
「
一
、
悲
し
き
発
端
」
「
二
、
愛
に
飢
え
た
る
女
達
」
の
章

筆。

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
2
7
 

11
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
2
1
 



枚
。
署
名
は
山
内
謙
吾
。
昭
和
初
年
頃
の
執
筆
か
。
建
築
現
場
が
舞
台

通
り
間
の
や
う
に
背
筋
を
走
っ
た

19
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
0
2
*
Y
*
8
0
*
1
0
 

一
瞬
、
氷
の
刃
が

る。

私
は
じ
つ
と
頭
を
垂
れ
る

務
所
内
山
内
謙
吾
、
筆
名
堀
英
之
助
を
用
ふ
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ

年
五
月
十
二
日
『
文
庫
』
投
稿
／
原
稿
末
尾
ニ
ハ
江
成
町
山
内
建
築
事

み
や
し
ろ

ほ
の
暗
き
御
社
の

プ

旦

18
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
y
*
8
0
*
1
1
 

名
で
署
名
ス
」
と
い
う
書
き
込
み
が
あ
る
。

あ
げ
て
お
く
。

「
昭
和
十
六
年
五
月
二
十
二
日
作
」
と
あ
る
。
欄
外
に
「
モ
ダ
ン
日
本

五
月
二
十
四
日
投

筆
名
堀
英
之
助
／
原
稿
末
尾
、
江
成
四
一
八

0
本

「
従
妹
」
と
題
す
る
小
説
の
草
稿
。
用
紙
十
四
枚
。
署
名
は
山
内
謙

吾
。
「
一
九
四
―
•
五
・
一0
」
と
末
尾
に
あ
る
。
欄
外
に
「
昭
和
十
六

題
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
小
説
の
草
稿
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十

十
九
年
一
月
二

8
作
）
、
「
霧
の
中
の
幻
想
」
（
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
四

日
）
、
「
大
望
」
（
昭
和
十
九
年
二
月
十
六
日
）
の
四
編
が
用
紙
四
枚
に
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
元
日
一
」
と
「
反
撥
す
る
意
志
」
を
、
次
に

奥
の
と
も
し
灯
を
見
つ
め
て

「
海
浜
の
女
達
」
と
題
さ
れ
た
小
説
の
草
稿
。
用
紙
八
枚
。
無
署
名
。

17
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
1
2
 

詩
「
反
撥
す
る
意
志
」
（
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
四
日
）
、
「
元
旦
」
（
昭
和

吾
。
「
昭
和
十
六
年
六
月
五
日
作
」
と
あ
る
。

21
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
y
*
8
0
*
8
 

「
憎
悪
」
と
題
さ
れ
た
小
説
の
草
稿
。
用
紙
十
四
枚
。
署
名
は
山
内
謙

16
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
1
3
 

「
呪
は
れ
た
血
」
と
題
す
る
小
説
の
草
稿
。
用
紙
十
枚
。
無
署
名
。
「
私

の
郷
里
九
州
の

K
市
に
お
絹
と
い
う
十
七
に
な
る
娘
が
ゐ
た
」
と
い
う

書
き
出
し
で
は
じ
ま
る
。
末
尾
に
「
一
九
三
六
・
八
・
ニ
七
」
と
あ
る
。

17
年
5
月
30
日
」
、
「

H
記
と
詩
（
昭

20
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

「
図
面
受
渡
帖
N
u
1
／
工
程
課

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
9
 

和
19
年
）
」
と
表
紙
に
書
か
れ
た
大
学
ノ
ー
ト
一
冊
。
住
宅
の
見
取
図

等
が
ペ
ン
や
鉛
筆
書
き
さ
れ
た
後
、
詩
や
短
歌
が
書
か
れ
て
い
る
。

と
な
っ
て
い
る
。

二
七
四



雲
は
裂
け

反
撥
す
る
意
志

邪
念
の
涙
を
ほ
ふ
り
落
と
し
て

お

ん

か

た

み

こ

尊
き
御
方
の
御
子
た
る
こ
と
を
誓
ふ

み

た

ら

し

御
手
洗
の
水
の
如
き
清
冽
さ
を
も
て
…
…

昭
和
十
九
年
一
月
二
日
作

一
陣
の
風
お
こ
り
て

燦
燦
た
る
春
光
に
身
を
洗
ひ

御
尊
き
御
ふ
と
こ
ろ
の
鼓
動
を
わ
が
鼓
動
に
感
じ

私
は
し
ば
し
み
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に

一
切
の
私
も
去
り

呼
吸
の
根
を
と
め
て

わ
が
無
力
と
億
情
に
自
責
し
慟
哭
す
る

と
う遠
つ
大
祖
神
は

わ
が
数
々
の
罪
科
を
責
め
も
得
ま
せ
ず

慈
愛
の
手
も
て
胸
深
く
抱
き
よ
せ
給
ふ

い
ま
こ
そ
私
は
全
裸
と
な
り

（
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
四
日
）

ぬ
ば
た
ま
の
ご
と
散
り
て
む
な
し

つ
ぶ
ら
な
る
霜
と
か
が
や
き
て

つ
ぶ
ら
な
る
霜
と
か
が
や
き
て

も
の
み
な
は
て
た
る
荒
野
に

い

ぶ

反
撥
す
る
巨
木
の
息
吹
き

地
殻
を
く
ろ
が
ね
と
化
せ
し
め
た
り

露
天
の
一
角
よ
り

遠
く
千
里
の
彼
方
よ
り
き
た
り
て

ひ
と
む
ら
の
雹

萬
雷
の
ご
と
襲
ひ
き
た
り
て

か
か
る
と
き

い
と
け
な
き
笛
の
音
に
も
似
た
る
か
な

わ
が
鼓
膜
を
か
き
な
ら
す

そ
は
深
々
と

老
い
た
る
し
わ
ぶ
き
の
声
聞
ゆ

二
七
五



25
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
壷
井
繁
治
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
3
4
 

枚
。
無
署
名
。
昭
和
二
十
五
年
頃
の
執
筆
。

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
1
 

青
野
季
吉
の
「
散
文
精
神
の
問
題
」
か
ら
の
抜
き
書
き
。
用
紙
五
枚
。

29
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
山
内
謙
吾
著

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
1
8
 

24 

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

枚
。
末
尾
に
「
昭
和
三
十
一
年
八
月
作
」
と
あ
る
。

無
署
名
。

28
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
山
内
謙
吾
著

L
o
2
*
y
*
8
0
*
1
9
 

23
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

縮
小
は
文
学
作
品
の
需
要
の
減
退
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
誰

マ
マ

27
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
黒
島
専
治
著

L
o
2
*
y
*
8
0
*
3
2
 

昨
夜
九
時
の
ラ
ジ
オ
報
道
で
、
印
刷
用
紙
の
節
約
と
い
う
時
局
の
要

著
」
と
あ
る
の
は
誤
り
。

名
。
末
尾
に
「
（
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
一

H
)
」
と
あ
る
。

月
十
五

H
休
止
」
と
あ
る
。
昭
和
二
十
八
年
の
執
筆
か
。
「
堅
山
南
風

22 

〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著

L
o
2
*
y
*
8
0
*
5
 

「
一
流
綜
合
雑
誌
の
整
理
統
合
」
と
題
し
た
草
稿
。
用
紙
四
枚
。
無
署

請
に
こ
た
え
て
六
大
総
合
雑
誌
が
統
合
整
備
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
と

い
う
の
を
聞
い
て
、
「
ち
ょ
っ
と
身
を
突
か
れ
た
思
ひ
が
し
た
」
と
い

う
。
「
支
那
事
変
の
進
展
は
わ
が
国
の
言
論
統
一
に
も
大
き
な
圧
力
が

外
部
か
ら
加
は
り
、
次
第
に
そ
れ
は
強
化
さ
れ
て
言
論
の
自
由
と
い
ふ

こ
と
は
有
名
無
実
と
化
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
い
、
発
表
機
関
の
整
理

も
安
心
し
て
文
学
す
る
こ
と
に
没
頭
し
て
は
い
ら
れ
な
い
と
述
べ
る
。

L
o
2
*
Y
*
8
0
*
3
 

題
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
小
説
の
草
稿
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
六

「
時
機
を
逸
す
」
と
題
し
た
草
稿
。
用
紙
三
枚
。
無
署
名
。
末
尾
に

「
一
九
五
一
―
-
•
六
・
六
」
と
あ
る
。
「
壷
井
繁
治
著
」
と
あ
る
の
は
誤
り
。

題
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
草
稿
。
用
紙
二
十
枚
。
「
一
月
十
日
起
／
一

詩
「
ソ
ロ
バ
ン
」
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
十
四

H
)
、
「
顔
」
「
鏡
」
（
昭
和

二
十
九
年
六
月
十
四
日
）
、
「
慟
哭
」
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
二
十
日
）
、

「
真
実
を
愛
す
る
心
」
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
二
十

8
)
、
「
森
」
「
神
」

（
昭
和
二
十
九
年
六
月
二
十
三
日
）
、
「
競
輪
」
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
二

十
二

H
)
、
「
後
悔
」
（
昭
和
二
十
九
年
六
月
二
十
六
日
）
、
「
盛
夏
」
（
昭
和

二
十
九
年
八
月
十
八
日
）
、
「
思
い
出
」
（
昭
和
二
十
九
年
九
月
四
日
）
十

マ
マ

一
編
の
草
稿
。
用
紙
九
枚
。
「
黒
島
専
治
著
」
と
あ
る
は
誤
り
。

題
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
戯
曲
の
草
稿
。
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
三

詩
「
夜
店
」
（
一
月
十
六

B
)
、
「
発
見
」
（
一
月
十
六
日
）
、
「
足
」
（
一
月

二
十
一

H
)
、
「
石
こ
ろ
」
（
一
月
二
十
一
日
）
、
「
沈
黙
」
（
二
月
八
日
）
、

「
真
実
」
（
二
月
八
日
）
、
「
追
究
す
る
意
志
」
（
二
月
八

H
)
、
「
お
母
さ

ん
」
（
二
月
二
十
七
日
）
、
「
無
題
」
（
二
月
二
十
九

8
)
、
「
行
動
」
（
五
月

26
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
堅
山
南
風
著

L
o
2
*
y
*
8
0
*
3
3
 

ニ
七
六



は
12
オ
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
ソ
ク
製
造
業
と
い
う
仕
事
の
性
質
上
、
そ

私
の
前
途
は
ま
っ
く
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
当
時
父
は
42
オ
、
私

二
七
七

れ
て
お
き
た
い
と
思
う
。
私
の
生
ま
れ
は
明
治
32
年
6
月
15
日
で
、

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ら
、
自
分
の
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
悩
ん
だ
も
の
で
あ

十
二

H
)
、
「
五
月
」
（
五
月
十
二
日
）
、
「
人
み
し
り
せ
ず
」
（
五
月
十
二

日
）
の
草
稿
。
用
紙
五
枚
。
昭
和
三
十
一
年
の
執
筆
。

に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
全
部
で
十
六
頁
分
で
あ
る
。
「
昭
和
39
年
9
月

た
と
思
っ
て
い
る
。
私
が
貧
乏
に
反
撥
し
、
親
に
反
抗
す
る
よ
う
に

る
。
殊
に
小
学
六
年
生
の
六
月
で
小
学
校
を
や
め
、
家
の
手
伝
い
に

専
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
羽
目
に
追
込
ま
れ
る
に
至
っ
て
、

の
頃
と
し
て
は
年
を
と
り
す
ぎ
て
い
る
父
に
は
、
私
と
い
う
相
方
が

と
な
っ
た
が
、
数
多
い
中
か
ら
、
こ
れ
だ
け
は
書
き
と
め
て
お
き
た

い
と
思
う
こ
と
ど
も
を
綴
る
こ
と
に
し
た
。
ど
れ
も
こ
れ
も
、
私
だ

と
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
山
内
謙
吾
は
、
小
学
六
年
生
の
時
か

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
思
い
出
す
ま
ま
」
に
は
、
母
の
ね
ん
ね
こ

南
戦
争
で
山
内
家
が
戦
災
に
あ
っ
て
没
落
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
、
次

こ
こ
で
私
が
成
長
し
た
六
間
町
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
ふ

明
円
寺
町
の
借
家
で
生
れ
、
二
つ
の
と
き
に
こ
の
六
間
町
に
移
転

た
た
さ
れ
た
と
き
、
私
は
そ
れ
が
視
孝
行
の
道
と
は
さ
と
り
な
が

ロ
シ
ヤ
人
の
捕
虜
た
ち
の
思
い
出
な
ど
断
片
的
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
西

あ
り
、
そ
の
た
め
、
親
の
片
腕
と
な
っ
て
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
位
置
に

と
き
の
広
町
（
南
新
坪
井
町
）

の
夜
景
が
「
最
初
の
記
憶
」
で
あ
り
、

な
っ
た
の
は
、
小
学
校
五
年
生
以
後
で
あ
る
。
自
分
の
家
が
貧
乏
で

に
く
る
ま
っ
て
、
質
屋
の
「
格
子
造
り
の
間
口
の
広
い
戸
を
く
ぐ
っ
た
」

の
四
年
生
ご
ろ
ま
で
は
平
坦
な
カ
ー
ブ
を
描
い
た
よ
き
時
代
で
あ
っ

ら
、
学
校
を
や
め
て
、
「
家
の
手
伝
い
に
専
念
し
な
け
れ
ば
」
な
ら
な

が
、
私
自
身
は
、
そ
れ
を
別
に
貧
乏
と
意
識
せ
ず
、
大
体
、
小
学
校

私
の
幼
少
念
時
代
は
貧
乏
の
中
に
過
ご
し
た
一
時
期
で
あ
っ
た

徳
永
直
と
同
じ
よ
う
な
境
遇
で
小
学
校
の
教
育
も
満
足
に
受
け
る
こ

い
出
す
ま
、
」
の
最
初
の
部
分
を
次
ぎ
に
引
用
し
て
お
く
。

昭
和
39年
9
月
24
日

は
、
山
内
謙
吾
の
幼
少
時
代
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
資
料
で
あ
る
。
「
思

け
が
あ
の
世
へ
持
っ
て
い
く
に
は
惜
し
い
思
い
出
の
み
で
あ
る
。

24
日
9
昭
和
44
年
9
月
24
日
筆
記
」
と
あ
る
。
こ
の
「
思
い
出
す
ま
:
」

「
思
い
出
す
ま
、
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
大
学
ノ
ー
ト
一
冊
。
ノ
ー
ト

そ
の
間
の
つ
ら
い
経
験
も
、
今
と
な
っ
て
は
な
つ
か
し
い
思
い
出

30
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
山
内
謙
吾
著
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く
若
い
労
働
力
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

入
用
だ
し
、
商
売
上
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で
、
自
分
の
ア
ゴ
―
つ
で
働



び
出
し
、
復
興
な
ど
は
思
ひ
も
よ
ら
ず
、

一
家
離
散
の
運
命
に
お
ち

し
、
私
の
上
に
は
12
オ
の
長
兄
茂
を
筆
頭
に
、
長
女
も
も
え
、
二
男

た
三
代
目
の
時
、
明
治
10
年
の
西
南
戦
争
で
戦
災
に
あ
い
、
三
つ
の

倉
に
つ
め
こ
ま
れ
て
い
た

780
俵

(
1
俵
は
60kg)
の
木
蝋
や
は
ぜ
の

実
が
、
家
屋
敷
も
ろ
と
も
二
日
二
晩
も
え
つ
づ
い
て
空
を
こ
が
し
た

と
い
う
。
三
代
目
の
祖
父
善
三
郎
は
家
運
の
復
興
も
意
の
ご
と
く
な

て
、
時
々
ヒ
ュ
ン
、

ヒ
ュ
ン
と
ん
で
く
る
鉄
砲
の
た
ま
が
竹
や
ぶ
の

竹
に
バ
リ
ッ
、
ポ
ン
と
音
た
て
て
恐
ろ
し
か
っ
た
。
ふ
と
ん
に
く
る

16
オ
を
頭
に
、
乳
呑
み
児
ま
で
六
人
も
子
供
が
あ
っ
た
と
い
う
か

親
類
縁
者
の
援
助
も
あ
っ
て
、
何
と
か
そ
の
日
そ
の
日
の
暮
ら
し
も

の
売
上
金
も
そ
の
ま
ま
そ
の
穴
埋
め
に
持
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
が
多

に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
が
弟
た
ち
に
は
面
白
く
な
く
と
い
う
の
で
、

子
供
ば
か
り
だ
が
、
こ
れ
も
14
オ
位
に
な
る
と
、
勝
手
に
家
出
し
て

し
ま
う
と
い
う
始
末
で
、
善
寿
は
最
後
に
の
こ
っ
た
母
親
の
サ
ク
さ

へ
も
養
う
こ
と
が
で
き
ぬ
よ
う
に
な
り
、
大
阪
へ
と
び
だ
し
て
い
く

せ
て
、
ど
う
や
ら
食
う
こ
と
だ
け
は
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ

た
の
で
あ
る
。
山
内
謙
吾
は
、
明
治
三
十
二
年
六
月
十
五
日
、
熊
本
市

で
の

9
年
間
に
、
成
長
し
た
子
が
上
か
ら
順
々
に
家
を
き
ら
っ
て
と

こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
山
内
謙
吾
の
生
年
月
日
が
わ
か
っ

た
老
舗
も
、
再
起
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
祖
父
の
死
ま

43
年

8
月
1
0
日

ら
、
生
来
病
弱
で
、
先
代
の
お
か
げ
で
ど
う
や
ら
持
ち
こ
た
え
て
き

あ
る
。

て
、
引
取
ら
れ
て
い
く
と
い
う
始
末
、
そ
れ
が
私
の
ニ
オ
の
と
き
で

た
時
を
思
い
だ
し
て
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
父
の
上
の
善
寿

戦
火
を
の
が
れ
て
一
家
中
で
立
田
山
に
避
難
し
た
と
き
の
こ
わ
か
っ

変
転
の
末
石
版
印
刷
屋
と
し
て
成
功
し
た
四
男
の
嘉
次
郎
の
呼
び
よ

ま
っ
て
一
晩
中
ふ
る
え
て
お
っ
た
が
な
」
と
当
時
14
オ
だ
っ
た
父
は

「
熊
本
中
が
火
の
海
で
、
夜
も
山
の
中
ま
で
昼
の
よ
う
に
明
る
＜

び
だ
し
て
い
っ
た
。
次
の
善
五
郎
も
出
て
し
ま
う
。
残
っ
た
も
の
は

ら
ず
、
明
治
19
年
1
月
1
日
53
オ
で
没
し
た
。

ま
づ
上
か
ら
順
に
私
の
父
の
嘉
太
郎
が
見
き
り
を
つ
け
て
東
京
へ
と

く
な
り
、
目
ぽ
し
い
家
財
や
道
具
類
ま
で
売
り
と
ば
す
よ
う
な
こ
と

た
っ
て
い
っ
た
が
、
米
相
場
に
手
を
出
し
た
の
が
は
じ
ま
り
で
、
店

た
ら
し
い
。
蝋
燭
の
製
造
で
は
茶
屋
の
屋
号
で
約
50
年
ほ
ど
つ
づ
い

し
、
業
界
で
は
日
本
蝋
燭
つ
く
り
の
名
人
と
い
は
れ
尊
敬
さ
れ
て
い

な
ら
ぬ
立
場
に
た
た
さ
れ
、
そ
の
当
座
は
、
世
間
の
同
情
と
周
囲
の

消
の
三
人
の
兄
姉
が
あ
っ
た
。
父
は
ろ
う
そ
く
の
製
造
販
売
を
業
と

家
督
相
続
人
た
る
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
一
家
を
養
っ
て
い
か
ね
ば

い
っ
た
の
で
あ
る
。
長
男
の
善
寿
は
そ
れ
で
も
父
善
三
郎
の
死
後
、

ニ
七
八



柳
川
の
立
花
家
に
も
注
目
す
る
こ
と
。

二
七
九

僕
は
、
だ
い
ぶ
か
ら
だ
が
よ
く
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
書
こ
う
と

い
時
期
に
以
上
実
行
、
大
筋
を
ま
と
め
る
こ
と
。

お
変
わ
り
な
く
勤
め
て
ゐ
る
御
様
子
、
結
構
で
す
。

熊
本
、
東
京
、
細
川
家
の
各
種
関
係
記
録
、
資
料
調
査
収
集
、
早

新
年
の
お
は
が
き
あ
り
が
た
う
。

茶
屋
の
勃
興
よ
り
、
三
代
に
亘
る
伝
記

二
、
同
上

2
、
茶
屋
一
二
代
記

黒
島
伝
治
よ
り

大
阪
市
此
花
区
江
成
町
八
〇

山
内
謙
吾
宛

昭
和
40
年

3
月
9
8

香
川
県
小
豆
郡
苗
羽
村

昭
和
40
年
ま
で
の
記
録

1
冊

消
印
香
川
・
安
田
／
1
4
.
1
.
1
1
／
后
4
_
8

は
が
き

ハ
、
四
人
の
子
の
記
録
、
昭
和
10
年
よ
り
20
年
終
戦
ま
で

1
冊

山
内
謙
吾
は
戦
後
に
な
っ
て
か
ら
も
小
説
家
と
し
て
再
起
し
た
い
と
い

う
意
欲
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
執
筆
計
画
」
の
最
初
の
部
分

を
次
に
あ
げ
て
お
く
。

1
、
わ
が
阿
呆
の
一
生

ロ
、
青
春
、
恋
愛
、
貧
乏
、
結
婚
（
わ
れ
ら
夫
婦
の
記
録
）

1
冊

を
紹
介
し
て
お
く
。

イ
、
物
ご
こ
ろ
つ
い
て
よ
り
、
東
京
出
ぽ
ん
ま
で

1
冊

発
行
、
勉
誠
出
版
）
に
未
収
録
で
あ
る
の
で
、
次
に
そ
の
二
通
の
全
文

は
誤
り
。
こ
の
山
内
謙
吾
宛
の
黒
島
伝
治
は
が
き
は
『
定
本
黒
島
伝
治

全
集
第
五
巻
〈
メ
モ
・
書
簡
・
日
記
他
〉
』
（
平
成
十
三
年
七
月
二
十
五
日

黒
島
伝
治
の
自
筆
は
が
き
二
通
で
あ
る
。
「
山
内
謙
吾
著
」
と
あ
る
の

32
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
山
内
謙
吾
著
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年
三
月
九
日
か
ら
昭
和
四
十
五
年
一
月
十
二
日
ま
で
の
執
筆
で
あ
る
。

て
い
る
。

600
枚
位
に
ま
と
め
る
こ
と
。

「
執
筆
計
画
」
と
表
紙
に
記
さ
れ
た
大
学
ノ
ー
ト
一
冊
。
昭
和
四
十
四

よ
り
想
を
練
り
、
最
初
の

48
枚
を
か
い
た
が
、
そ
の
ま
ま
と
な
っ

31
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
山
内
謙
吾
著

る
数
奇
な
生
活
を
描
く
も
の
で
、
こ
れ
は
す
で
に
、
昭
和
4
年
頃

明
円
寺
町
で
生
れ
た
の
で
あ
る
。
徳
永
直
は
明
治
三
十
二
年
一
月
二
十

代
の
生
ま
れ
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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大
正

14
年
頃
の
一
漁
業
労
働
者
が
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
奥
地
に
於
け

日
に
熊
本
県
飽
託
郡
花
園
村
で
生
れ
た
。
山
内
謙
吾
と
徳
永
直
は
同
年

3
、
春
は
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
も

昭
和
40
年

3
月
9
日



は
よ
ん
だ
が
、
今
度
の
は
僕
は
ま
だ
見
て
ゐ
な
い
。
い
つ
も
古
雑
誌

か
つ
て
ゐ
た
自
分
が
悔
ひ
ら
れ
て
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
こ
の
読
書
は
僕
を

読
ん
で
ゐ
ま
す
。
暫
ら
く
読
書
に
没
入
す
る
こ
と
の
生
活
か
ら
遠
ざ

お
は
が
き
拝
見
し
ま
し
た
。
壷
井
夫
人
は
、
昨
年
九
月
号
の
「
文

お
は
が
き
あ
り
が
た
う
。
毎
日
の
忙
し
い
仕
事
の
中
に
も
、
夜
だ

黒
島
伝
治
宛
は
が
き

黒
島
伝
治
よ
り

大
阪
市
此
花
区
江
成
町
八
〇

山
内
謙
吾
宛

芸
」
に
「
大
根
の
葉
」
と
い
ふ
小
説
を
か
い
て
、
好
評
を
博
し
、
そ

れ
で
、
こ
の
三
月
号
に
又
か
い
た
さ
う
だ
。
「
大
根
の
莱
」
と
い
ふ
の

三
月
二
十
三
日

け
は
自
分
の
か
ら
だ
に
な
り
き
っ
て
、
こ
の
頃
ま
た
ぽ
つ
ぽ
つ
本
を

香
川
県
小
豆
郡
苗
羽
村

に
書
か
れ
た
も
の
か
。

消
印
香
川
・
安
田
／
1
4
.
3
.
2
／
后
4
ー

8

は
が
き

島
伝
治
宛
書
簡
の
下
書
き
を
紹
介
し
て
お
く
。
昭
和
十
三
年
か
十
四
年

こ
こ
で
先
の
「
14
〔
山
内
謙
吾
資
料
〕
／
〔
山
内
謙
吾
〕
著
」
の
黒

で
す
か
。

ら
に
あ
り
、
千
五
百
円
も
と
っ
て
ゐ
る
者
も
あ
る
と
き
い
た
が
さ
う

ば
り
小
説
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
が
ひ
を
感
じ
得
る
。

ゐ
る
人
の
話
を
き
く
と
、
月
百
五
十
円
く
ら
ゐ
と
つ
て
ゐ
る
者
は
ざ

れ
し
き
は
、
長
く
か
、
な
か
っ
た
後
で
は
特
別
だ
な
。
そ
し
て
や
っ

ニ
H
に
金
刀
比
羅
宮
に
参
っ
て
、
船
で
鉄
工
所
あ
た
り
へ
つ
と
め
て

僕
は
、
久
し
ぶ
り
で
小
説
を
か
い
て
ゐ
る
。
小
説
を
か
き
得
る
う

た
め
て
お
い
て
、
来
春
に
な
っ
た
ら
出
て
行
く
つ
も
り
で
す
。
こ
の

な
い
し
、

ほ
し
い
本
が
手
に
入
ら
な
い
の
が
一
番
よ
は
る
。

今
年
、

一
年
は
、
な
ほ
、
当
地
に
と
ど
ま
っ
て
、
十
分
仕
事
を
し

ら
か
し
て
く
れ
な
い
か
。
な
に
し
ろ
田
舎
に
ゐ
て
不
便
だ
し
、
金
は

で
す
。

「
大
地
」
も
「
苺
」
も
、
僕
は
よ
ん
で
ゐ
な
い
。
持
つ
て
ゐ
る
な

不
安
と
緊
張
と
、
や
ら
う
と
す
る
力
を
体
内
に
感
じ
て
ゐ
る
と
こ
ろ

よ
。
深
味
が
で
き
、
且
つ
肉
が
つ
い
て
き
た
。

な
ら
な
い
の
で
、
十
二
三
年
前
は
じ
め
て
文
壇
に
出
た
と
き
以
上
の

る
か
。
伊
藤
永
之
介
君
は
、
な
か
（
小
説
が
よ
く
な
っ
て
ゐ
る

て
し
ま
っ
て
、
改
め
て
、
始
め
か
ら
や
り
直
し
て
、
行
か
な
け
れ
ば

坪
田
、
伊
藤
（
永
）
両
君
が
新
潮
社
賞
を
受
け
た
の
は
知
つ
て
ゐ

思
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
す
。
長
ら
く
書
か
な
い
し
、
時
勢
も
変
わ
っ

を
見
て
ゐ
る
の
で
、

よ
む
の
は
、
三
四
ヶ
月
の
後
に
な
る
わ
け
だ
。

云（）



の
絶
賛
を
う
け
て
ゐ
る
理
由
が
分
か
る
と
思
っ
た
。
作
者
は
農
村
の

.J"¥. 

堅
山
南
風
の
山
内
謙
吾
宛
書
簡
（
封
書
二
通
、
絵
は
が
き
一
通
）

で
あ

の
「
生
活
の
探
求
」
を
い
ま
読
ん
で
ゐ
る
が
、
な
る
ほ
ど
イ
ン
テ
リ

も
見
当
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
非
常
に
淋
し
い
気
が
す
る
。
島
木
健
作

っ
、
あ
る
今
日
の
日
本
の
重
工
業
の
生
産
面
を
描
い
た
も
の
が
一
っ

動
の
最
尖
端
に
立
つ
て
全
面
的
に
厳
し
い
歴
史
的
役
割
を
果
た
し

い
ま
非
常
に
元
気
づ
け
鞭
打
つ
て
く
れ
る
。
こ
の
年
に
な
っ
て
、
何

の
位
置
や
環
境
が
、
自
分
に
文
学
を
捨
て
さ
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に

ジ
ュ
以
外
に
見
る
べ
き
作
品
が
か
、
れ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
一

い
視
点
に
立
っ
て
そ
の
作
品
を
意
義
づ
け
て
ゐ
る
。
し
か
し
戦
争
行

最
近
非
常
な
数
に
上
つ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
一
っ
―
つ
そ
れ
ら
は
新
し

テ
ィ
ー
フ
と
し
た
貴
兄
の
詩
（
僕
と
し
て
は
君
の
詩
を
見
た
の
は
こ
れ

体
ど
う
し
た
訳
だ
ろ
う
。
農
村
の
現
実
面
を
活
写
し
た
小
説
戯
曲
は

謙
吾
宛
書
簡
に
「
そ
れ
に
黒
島
伝
治
文
学
碑
除
幕
式
列
席
の
感
動
を
モ

れ
、
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
な
が
ら
、
単
な
る
職
場
か
ら
の
レ
ポ
ル
タ
ー

い
。
貴
兄
も
是
非
か
い
て
ほ
し
い
。
結
局
、

い
つ
ま
で
も
内
に
し

ま
っ
て
お
い
て
、
外
に
出
し
て
見
せ
な
け
れ
ば
勝
負
は
つ
か
ぬ
し
、

千
分
の
一
の
／
大
き
さ
は
／
世
界
の
大
き
さ
で
あ
る
。
」
）
が
香
川
県
小

典
に
山
内
謙
吾
は
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
山
内
謙
吾

は
、
こ
の
時
の
こ
と
を
詩
に
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
壷
井
繁
治
の
山
内

が
は
じ
め
て
の
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
が
）
、
献
詩
と
し
て
は
な
か
な

か
簡
潔
で
、
じ
ゅ
う
に
詩
と
し
て
結
晶
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
（
昭
和

四
十
年
十
二
月
二
十
四

H
消
印
）
と
あ
る
。
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そ
の
緊
迫
が
戦
争
遂
行
に
関
連
し
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
さ

七
日
に
、
小
豆
郡
内
海
町
芦
の
浦
丘
で
催
し
さ
れ
た
。
そ
の
除
幕
の
式

い
と
思
っ
て
ゐ
る
。
今
日
の
時
局
下
国
民
の
勤
労
に
対
す
る
関
心
や

豆
郡
内
海
町
に
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
除
幕
式
が
昭
和
四
十
年
十
一
月
十

の
自
分
へ
の
考
へ
を
ま
と
め
て
一
っ
宛
読
物
に
か
き
あ
げ
て
行
き
た

一
層
こ
れ
へ
の
接
近
と
包
合
を
促
す
。
近
い
内
に
、
勤
労
者
と
し
て

壷
井
繁
治
ら
の
奔
走
に
よ
っ
て
黒
島
伝
治
文
学
碑
（
「
一
粒
の
砂
の

と
っ
た
が
今
か
ら
で
も
決
し
て
お
そ
く
は
な
い
。
僕
の
今
の
職
業
上

宝
の
持
腐
れ
に
な
っ
て
し
ま
ふ
だ
ら
う
。
御
自
愛
を
祈
る
。

熱
を
か
き
た
て
、
く
れ
る
や
う
だ
。
負
け
お
し
み
で
は
な
い
。
年
は

て
ゐ
る
が
、
そ
れ
が
奇
態
に
妙
な
魅
力
と
な
っ
て
僕
の
し
ぼ
ん
だ
情

も
か
も
や
り
直
し
の
つ
も
り
で
、
文
学
の
イ
ロ
ハ
か
ら
ま
た
勉
強
し

判
解
決
し
て
ゆ
か
う
と
す
る
熱
意
が
全
編
に
躍
動
し
て
ゐ
て
面
白

生
活
に
相
当
詳
し
く
若
い
指
導
者
の
現
世
的
な
悩
み
を
哲
学
的
に
批



（
う
ら
に
し

か
ず
ひ
こ
／
本
学
教
授
）

た
山
内
謙
吾
の
こ
と
が
、
か
な
り
明
ら
か
に
な
る
よ
う
だ
。

の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
経
歴
さ
だ
か
な
ら
ず
」
で
あ
っ

以
上
が
、
関
西
大
学
綜
合
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
「
山
内
謙
吾
資
料
」

る
。
「
山
内
謙
吾
著
」
と
い
う
の
は
誤
り
。

二
十
八
年
か
ら
昭
和
五
十
年
ま
で
の
間
に
出
さ
れ
た
戦
後
の
も
の
で
あ

子
が
出
し
た
壷
井
繁
治
葬
儀
案
内
で
あ
る
。
壷
井
繁
治
の
書
簡
は
昭
和

壷
井
繁
治
の
山
内
謙
吾
宛
書
簡
（
封
書
五
通
、
は
が
き
二
通
）
、
壷
井
節
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る
。
「
山
内
謙
吾
著
」
と
い
う
の
は
誤
り
。
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